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地
区
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会
福
祉
協
議
会

会
長
　
田
邉
　
一
正

年
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
そ
の
時
ど
う

対
応
す
る
か
を
、
長
尾
学
区
の
皆
さ

ん
に
、
も
う
一
度
、
真
剣
に
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

為
に
、
地
区
社
協
が
協
力
で
き
る
こ

と
は
、
何
で
も
お
手
伝
い
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
異
常
時
ほ
ど
、“
人
の
繋
が
り
”

が
心
強
い
味
方
に
な
る
こ
と
は
、
今

回
の
災
害
で
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
も
、
以
下
の
よ
う
に
、
地
区
行
事

を
各
種
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
行
事
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、“
人
の
繋
が
り
”
を
更

に
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
西
日
本

豪
雨
災
害
で
被
災
さ
れ
た
多
く
の
皆

様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
世
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と
変
わ
り

ま
し
た
が
、
長
尾
地
区
社
協
の
会
長

も
、
田
邉
裕
宥
前
会
長
か
ら
田
邉
一

正
へ
と
交
代
し
ま
し
た
。“
あ
ま
り

代
わ
り
映
え
が
し
な
い
な
あ
”
と
お

考
え
の
方
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
通
り
、
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

前
会
長
が
や
っ
て
こ
ら
れ
た
事
を
、

粛
々
と
進
め
て
行
く
だ
け
で
す
。

　
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
に
際

し
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
果
た
し
た

役
割
は
大
き
く
、
特
に
長
尾
地
区
社

協
は
、
地
元
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
最
初
か
ら
、
積
極
的
に
活
動
に

参
加
し
、
継
続
し
て
支
援
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　
災
害
は
必
ず
や
っ
て
来
ま
す
。
昨

令
和
に
な
っ
て
も
…

令和元年度の行事予定
行　事　名 開　催　日　時 開　催　場　所

長尾学区民球技大会 令和元年６月23日（日） 中国職業能力開発大学校

※長尾ふれあい夏祭り 令和元年８月11日（日） 長尾小学校

※長尾学区民体育祭 令和元年10月27日（日） 長尾小学校

※長尾いきいき敬老の集い 令和元年11月９日（土） 玉島公民館長尾分館

※長尾小学校周辺花いっぱい運動 令和元年11月17日（日） 長尾小学校周辺

長尾再発見ウォークラリー 令和元年11月23日（土・祝） 長尾小学校スタート

お飾り作り 令和元年12月22日（日） 長尾小学校

※長尾学区民文化祭 令和２年２月23日（日） 長尾小学校

長尾長寿ふれあいの会及び友愛訪問 令和２年３月11日（水） 玉島公民館長尾分館

※長尾小学校周辺花いっぱい運動 令和２年３月15日（日） 長尾小学校周辺

※は、長尾コミュニティー協議会との共同事業です。
　行事の詳細については、事務局（田辺雅大：086-526-2968 ）までお問い合わせください。

学区民球技大会

いきいき敬老の集い

ふれあい夏祭り

お飾り作り

ウォークラリー

学区民文化祭

学区民体育祭花いっぱい運動



令和へ繋がる夢
� 長尾小学校副校長　熊谷　俊文

ボランティア活動に参加して
� 田邉　裕宥
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　昭和・平成・令和を生き、気がつけば、昭和の始めに生まれ、
昭和の終わりに亡くなった父親と同じ年齢になった。
　いつの頃からか、自分の夢が抱けなくなった代わりに、我が
子の夢を一緒に追いかけるようになった。
　娘は、中学生の頃に抱いた夢を、今も追いかけ続けている。
勉強嫌いで、努力を続けることの苦手な子だったが、そのスト
イックさには、親も感心する程だ。その姿を見て育った息子も、
姉の後を追いかけている。終わることのない夢を、我が子と一
緒に見続ける令和になりそうで、ワクワクしている。

　日頃から、長尾小学校のPTA活動にご協力をいただき、誠に
ありがとうございます。昨年の西日本豪雨災害では、本校PTA
事業の一つである友愛バザーで集まった義援金を、被災地にお届
けすることができたほか、私個人としても、災害ボランティアに
参加し、助け合うことの大切さを学ばせていただきました。
　昨今、私達PTAは、共働き世帯の増加や、家族形態の多様化
などに対応した、活動のあり方や、担い手の育成を求められてい
ます。
　令和という新時代を迎え、保護者・学校・地域が協力すること
の大切さを礎とし、皆様に必要とされる持続性を持ったPTAの
形を目指して、諸活動に取
り組んでいるところです。
今後とも、本校PTAに対
しまして、ご理解、ご協力
のほど宜しくお願いいたし
ます。

　昨年７月の西日本豪雨では、真備町が大きな被害にあいまし
た。７月11日には、長尾に災害ボランティアセンターが開設され、
私達は、毎日ボランティア活動を行いました。
　全国から、猛暑の中、見ず知らずの人達がボランティアにやっ
て来てくれるのを見るにつけ、少しずつ自分の心にも変化が見
えて来ました。今まで、日本の各地で災害が起きても、他人事
のように思っていた自分を情けなく思いました。誰でも思うこ
とはできても、実際に行動に移すことは、なかなかできないも
のです。今回の活動に参加して思ったことは、まず小さい事で
も、自分にできることから始めるということです。
　これからも、長尾学区民一人ひとりが、積極的に活動に参加
し、住民同士の絆を深めあって欲しいと思います。最後に、真
備町の１日も早い復興をお祈りしております。

　西日本豪雨災害は、七夕の日に起きて、未曾有の災害になりま
した。民生委員として、ボランティアの受け入れ対応を行いました。
今は、被災された方々にお会いして、現状の困りごと、悩みなど
お聞かせ頂く、真備支えあいセンターの業務です。真備エリアは、
壊滅的に水没して、家族やペットまでも、何もかも失った人が、
少なくありません。喪失感や失望、恐怖、癒えない哀しみを抱え
て、必死に日々の暮らしを立て直されています。人は弱く、自然
の猛威の前に何もできませんでした。それでも人は、強いと感じ
ます。リフォームや、新築して真備に復帰される方も増えてきま
した。この地区にも見なし仮設に、被災された方がおられます。「頑
張って」とは、言わないで、被災の深い心の傷に、そっと真心を
寄せ、優しい長尾地域住民のひとりでありたいと思います。

PTA活動
� 長尾小学校PTA会長　小野　大輔

そっと心を寄せて
� 長尾穂井田地区　民生委員　臼倉　公子

PTA人権教育講演会（2019 年１月）
本校出身者、海上自衛隊東京音楽隊　
三宅由佳莉さんを迎えて。

長尾社協は、戻ってこられたボランティア
の方々の靴の消毒や、証明書の発行などに
力を発揮しました。

ボランティセンターでの活動に対して、
倉敷市社協から感謝状が贈られました。

夢に向かって！

県外から多くの支援物資が
届けられました。



あの時、ポンプ場で
� 長穂地区湛

たん

水
すい

防除事業活動　岡田　誠男
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　昨年夏の豪雨災害に見舞われた方々に心よりお見舞い申し上げ
ます。また、全国から駆けつけて下さった、多くの災害ボランティ
アの皆様の活動に頭が下がる思いがいたします。
　栄養改善協議会は、長尾キッズの依頼を受け、７月18日から
８月31日までの平日に、真備キッズの子ども達の昼食を提供さ
せていただきました。子ども達が喜び、栄養バランスもあり、メ
ニューが重ならない献立を考え、栄養委員と長尾キッズのお母さ
ん方で調理を行いました。子ども達からの “美味しい”、“ごちそ
うさま” という声を聞くと、疲れも吹き飛んで、嬉しくなりました。
また、この機会に沢山の野菜や、お米などをご寄付いただきまし
た皆様に感謝申し上げます。
　栄養改善協議会では、今後災害時には、他の地域と連携を深め
ていくとともに、普段から缶詰などの備蓄保存食を使ったメニュー
など広めていきたいと考
えております。

　長尾北東部の田の中に、長尾と船穂の田畑など約238haの
湛水被害を防止するための長穂ポンプ場があるのをご存知です
か。このポンプ場は、増水した田畑の水を地下送水管で、約1.4km
先の高梁川へ、毎秒3.84㎥で強制排水するため、平成２年か
ら運用されています。私は、平成23年から、管理者として補
助者１名とともに業務をしています。昨年の西日本豪雨の際も、
７月５日夕方５時から、排水を開始。その後雨量が増し、６日
午後11時には、ポンプ場前の道路は約40cmまで冠水。さらに
増水は続き、７日朝には、ポンプ場は孤立し、浸水直前の状態
でした。幸い、その後水勢が下がり、８日朝には、稲が見える
まで排水できましたが、排水開始から終了まで、３泊４日の連
続業務となりました。今回初めて、ポンプ場の孤立という事態
に陥り、改めて、想定外の増水対応の再検討が必要と感じた体
験でした。皆さんも、自宅の立地を再確認され、増水・倒壊・
孤立を前提にした防災・備蓄対策を、ぜひ検討されることをお
勧めします。

　自分が置かれた環境によって、また、災害の
種類によって、避難する場所が変わります。自
宅の場合、職場の場合、学校の場合など、どこ
へ逃げるか、家族でしっかり話し合っておきま
しょう。更に、停電・断水を想定した、３日分
の備蓄品の準備も忘れずに！

　平素は消防団活動に、ご理解、ご協力をいただき感謝申し上
げます。
　着任早々の平成最後の夏に、真備地区で、想像を絶する被害
をもたらした、西日本豪雨災害が発生しました。消防団では、
７月６日の早朝から、分団管内のパトロール活動を開始し、同
日20時、避難勧告広報等、７日０時半、小田川避難誘導、８
日からは、り災地域内パトロールなど、昼夜を徹しての活動を
行いました。14日からは、真備地区現地本部復旧を進め、現
在まで、方面隊部単位で、真備地区の防犯パトロールを実施中
です。
　一方、火災につきましては、この５年間で、長尾分団管内に
おいて死傷者を伴う火災が多発しています。すでに広報を行なっ
ておりますが、住宅用火災報知器の設置を徹底いただき、早期
発見・通報・初期消火
につなげていただきま
すようお願いいたします。

食を通しての支援
� 長尾栄養改善協議会　川崎　文子

防犯・防災に向けて消防団の活動
� 長尾消防団分団長　小野　克之

７月 14 日の玉島消防署真備分
署。屋根まで水没した消防車
両と散乱した機材

真備キッズの子ども達の
ために、腕を振るうメン
バーの皆さん

普段のポンプ場の全景

浸水寸前のポンプ場

自分の身は、自分で守る！
名称 住所 電話 収容人員 洪水 土砂災害 高潮 地震 津波

長尾小学校 玉島長尾 3086 522-2419 310 〇 × 〇 〇 〇
長尾幼稚園 玉島長尾 2608 522-4564 50 〇 × 〇 × 〇
くらしき作陽大学 玉島長尾 3515 523-0888 490 ─ ─ ─ ─ 〇
富田小学校 玉島八島 1774 522-2759 140 × 〇 〇 〇 ×
玉島北中学校 玉島八島 1529-1 526-3000 340 × 〇 〇 〇 ×
富田幼稚園 玉島八島 1760-3 522-4565 50 × 〇 〇 × ×
玉島北公民館 玉島八島 1773-10 526-5315 110 × 〇 〇 〇 ×
上成小学校 玉島乙島 6191 522-2982 190 〇 〇 〇 〇 ×
上成幼稚園 玉島上成 1143-1 522-4522 50 × 〇 〇 × ×

長尾学区近隣の指定避難所� ※災害の種類によっては、使用できない場合があります。
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平成30年度　収支決算書
（収入）� （単位：円）
科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 内　　　容
繰 越 金 65,580 65,580 0� 前年度繰越金
助 成 金 452,000 460,000 8,000� 倉敷市社会福祉協議会
助 成 金 0 110,000 110,000� ボラサポ・豪雨災害助成金（共同募金会）
活動協力費 292,950 291,900 -1,050� 150円×1,946口
寄 付 金 181,000 198,000 17,000� 祝い金・寄付
広 告 費 84,000 48,000 -36,000� 広告掲載料（夏祭り中止）
事 業 収 入 161,000 157,788 -3,212� バザー収益金
雑� 収� 入 0 4,691 4,691� 利息・文体より返品のお金

計 1,236,530 1,335,959 99,429�

（支出）� （単位：円）
科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 内　　　容
事 務 費 43,000 26,327 -16,673� コピー・用紙・インク代など
事 業 費 1,010,000 920,438 -89,562� 行事実施事業費
地域福祉部 240,000 249,851 9,851� 敬老の集いなど
社会教育部 130,000 130,368 368� ウォークラリーなど
環境衛生部 50,000 49,939 -61� 花いっぱい運動
文化体育部 470,000 391,918 -78,082� 体育祭・文化祭など（夏祭り中止）
広 報 部 120,000 98,362 -21,638� 広報誌発行費用・写真代

地域福祉活動支援事業 120,000 120,000 0� 地域団体支援費用
雑 費 32,000 30,341 -1,659� 接待費・玉島学園後援会費
雑 費 0 110,106 110,106� 活動用ベスト・帽子代
予 備 費 31,530 0 -31,530�

計 1,236,530 1,207,212 -29,318

次 年 度 繰 越 金 �128,747�円�

令和元年度　収支予算書
（収入）� （単位：円）
科　　　目 前年度決算額 本年度予算額 比較増減 内　　　容
繰 越 金 65,580 128,747 63,167� 前年度繰越金
助 成 金 570,000 460,000 -110,000� 倉敷市社会福祉協議会
活動協力費 291,900 291,900 0� 150 円× 1,946 口
寄 付 金 198,000 134,000 -64,000� 祝い金・寄付
広 告 費 48,000 84,000 36,000� 広告掲載料
事 業 収 入 157,788 150,000 -7,788� バザー収益金
雑� 収� 入 4,691 1 -4,690� 利息

計 1,335,959 1,248,648 -87,311�

（支出）� （単位：円）
科　　　目 前年度決算額 本年度予算額 比較増減 内　　　容
事 務 費 26,327 63,000 36,673� コピー・用紙・インク代など
事 業 費 920,438 895,000 -25,438� 行事実施事業費
地域福祉部 249,851 220,000 -29,851� 敬老の集いなど
社会教育部 130,368 120,000 -10,368� ウォークラリーなど
環境ボランティア部※ 49,939 45,000 -4,939� 花いっぱい運動
文化体育部 391,918 400,000 8,082� 夏祭り・体育祭・文化祭など
広 報 部 98,362 110,000 11,638� 広報誌発行費用・写真代

地域福祉活動支援事業 120,000 120,000 0� 地域団体支援費用
雑 費 140,447 12,000 -128,447� 玉島学園後援会費
予 備 費 0 158,648 158,648�

計 1,207,212 1,248,648 41,436
※今年度から、環境衛生部は、環境ボランティア部に改名されました。

監査結果　�平成30年度長尾地区社会福祉協議会と、長尾コミュニティ協議会の業務執行状況、並びに会計につ
いて、渡部雅文・額田肇両監事により監査され、適正に処理されていることを認められております。

平成30年度　収支決算書
（収入）� （単位：円）
科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 内　　　容
繰 越 金 14,034 14,034 0� 前年度繰越金
活動協力費 683,900 681,800 -2,100� 350円×1,948口
市 補 助 金 703,000 703,000 0� 活動補助
広 告 費 84,000 48,000 -36,000� 広告掲載料（夏祭り中止）
雑� 収� 入 3 5 2� 利息

計 1,484,937 1,446,839 -38,098�

（支出）� （単位：円）
科�����目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 内　　　容

文化体育部 1,126,000 1,099,917 -26,083� 体育祭・文化祭
地域福祉部 106,000 107,438 1,438� いきいき敬老の集い
環境衛生部 200,000 200,478 478� 花いっぱい運動
会 議 費 20,000 14,386 -5,614� 総会・理事会費用
予 備 費 32,937 0 -32,937�

計 1,484,937 1,422,219 -62,718

次 年 度 繰 越 金 24,620円

令和元年度　各種協力団体　代表者名簿
� 令和元年５月

役　　　　職 氏　　　名 役　　　　職 氏　　　名
民生委員会�会長 額 田 　 肇 子育てサロン�いちごちゃん 岡 田 まゆみ
保護司会 三 原 貞 女 親子クラブ�スイートピーの会 柏 原 雅 子
更生保護女性の会 高 橋 律 子 少年補導委員 加 藤 章 夫

少年警察協助員 田 辺 真 司 玉島長尾高瀬通し�
自主パトロール隊隊長 小 野 　 昇

愛育委員会�会長 浅 野 順 子 長尾幼稚園ＰＴＡ�会長 髙 橋 陽 亮
栄養改善協議会�会長 川 崎 文 子 長尾小学校ＰＴＡ�会長 小 野 大 輔
交通安全対策協議会�会長 小 野 重 忠 玉島北中学校ＰＴＡ�副会長 小 野 雅 生
交通安全母の会�会長 木 村 亜希子 長尾幼稚園�園長 児 玉 真寿美
交通警察協助委員会 田 野 郁 夫 長尾小学校�校長 西 　 雅 春
長尾老人会�会長 中 西 達 良 玉島北中学校�校長 山 根 敬 仁
爪崎老人会�会長 石 井 秀 生 こばと保育園�園長 狩 野 孝 祐
長尾消防団分団長 小 野 克 之 玉島学園�園長 原 田 道 典
環境衛生協議会支部長 田 辺 雅 大 中国職業能力開発大学校�調査役 寺 井 暁 生
青少年を育てる会�会長 浅 野 浩 二 くらしき作陽大学�学生部長 秋 山 博 正
長尾学区子ども会�会長 武 縄 良 一

令和元年度�長尾地区社会福祉協議会�役員名簿
� 令和元年５月

役　　　職 氏　　　名 役　　　職 氏　　　名
相　談　役 田 邉 裕 宥

副�会�長
浅 野 順 子

会　　　長 田 邉 一 正 田 辺 　 滋
三 澤 明 宜

理　事
役　　　職 氏　　　名 役　　　職 氏　　　名

土生�町内会代表 中 原 照 夫 下之町�町内会代表 浅 野 英 則
百々�町内会代表 三 宅 俊 行 ガーデンヒルズ新倉敷町内会代表 実 森 艶 子
田の内�町内会代表 岡 本 芳 子 新倉敷駅前連合町内会代表 渋 川 和 之
明見�町内会代表 小 坂 忠 良 新倉敷駅前連合町内会代表 瀬 崎 靖 之
後　町内会代表 渡 辺 高 明 新倉敷駅前連合町内会代表 小 野 泰 範
上之町�町内会代表 小 野 一 徳 爪崎�町内会代表 赤 澤 　 昭
長崎�町内会代表 白 神 孝 子 鉾島�町内会代表 小 野 正 明
横町�町内会代表 小 野 重 忠 民生委員会会長 額 田 　 肇
宮原�町内会代表 小 野 健 二 青少年を育てる会会長 浅 野 浩 二
１丁目�町内会代表 石 本 国 男 地域福祉部　部長 西 岡 沢 子
２丁目�町内会代表 田 辺 和 久 社会教育部　部長 岡 本 英 樹
３丁目�町内会代表 三 澤 明 宜 環境ボランティア部　部長 荻 原 養 一
４丁目�町内会代表 三 澤 光 廣 文化体育部　部長 竹 山 一 秩
野呂�町内会代表 広報部　部長 小 野 博 通

監　　事 浅 野 博 行 会　　計 高 橋 律 子
監　　事 渡 部 雅 文 事 務 局 田 辺 雅 大

（コミュニティ協議会　会計） 浅 野 英 則 （コミュニティ協議会　事務局） 田 辺 展 久

令和元年度　専門部会　役員名簿�
� 令和元年５月

役　　　職 氏　　　名 役　　　職 氏　　　名

地域福祉部　副部長

小 野 恵 美 子
文化体育部�副部長

小 野 繁 治
岡 田 滋 美 岡 田 俊 明
川 崎 文 子 渡 辺 高 明
田 辺 幸 子

広報部��副部長

岡 田 和 正

社会教育部　副部長
浅 野 和 浩 橋 本 易 子
平 井 浩 司 田 中 美 紀
竹 縄 良 一 山 本 由 美

環境ボランティア部　副部長
田 中 慎 一

事務局

岡 田　まゆみ
田 辺 哲 也 岡 田　美知子
井 上 　 勉 臼 倉 公 子

事務局 熊 谷 俊 文
（長尾小副校長）

平 松 紀 子
（長尾小教頭）

HINODE&SONS（株）様
三澤明宣様

ご協力ありがとうございます。

　今回の “ふれあい長尾” は、“令和になって” と、“昨年のあの
時を思い出し” という二つのテーマで、編集しました。今年も大雨
シーズンになりました。一人ひとりの備えの再確認をお願いします。
今年度は、新会長のもと、全ての行事が滞りなく行われることを願っ
ております。

長尾コミュニティ協議会

長尾地区社会福祉協議会

内

訳

内

訳

寄付のお礼　
編
集
後
記

令和元年度　収支予算書
（収入）� （単位：円）
科　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 内　　　容
繰 越 金 14,034 �24,620� 10,586� 前年度繰越金
活動協力費 681,800 �681,800� 0� 350円×1,948口
市 補 助 金 703,000 �720,000� 17,000� 活動補助
広 告 費 48,000 �84,000� 36,000� 広告掲載料
雑� 収� 入 5 �5� 0� 利息

計 1,446,839 �1,510,425� 63,586�

（支出）� （単位：円）
科　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 内　　　容
文化体育部 1,099,917 1,120,000 20,083� 夏祭り･体育祭・文化祭
地域福祉部 107,438 130,000 22,562� いきいき敬老の集い
環境ボランティア部 200,478 210,000 9,522� 花いっぱい運動
会 議 費 14,386 20,000 5,614� 総会・理事会費用
予 備 費 0 30,425 30,425�

計 1,422,219 1,510,425 88,206�


